
夏
は
、
海
。 

『古
事
記
』、
『日
本
書
紀
』、
『風
土

記
』、
ま
た
『万
葉
集
』に
、
印
象
的
な

海
の
物
語
が
あ
る
。 

『日
本
書
紀
』雄
略
紀
、
『丹
後
国

風
土
記
』与
謝
郡
条
、
『万
葉
集
』巻

第
九
に
、
浦
島
伝
説
が
の
っ
て
い
る
。

漁
師
は
、
カ
ツ
オ
や
タ
イ
を
お
い
か

け
て
沖
に
で
た
。
海
で
捕
ら
え
た
五

色
の
亀
が
実
は
仙
女
で
、
常
世
の
仙

都
の
宮
へ
案
内
す
る
。
地
は
玉
を
敷

き
つ
め
た
よ
う
、
宮
に
は
、
門
内
外
に

輝
く
高
殿
が
あ
る
。
漁
師
は
三
年
姫

と
楽
し
く
す
ご
し
て
村
に
帰
る
。
と
、

す
っ
か
り
よ
う
す
が
ち
が
う
。
そ
こ

で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
玉
手
箱
を
あ
け

て
し
ま
う
。
す
る
と
み
る
み
る
髪
が

白
く
な
る
。
常
世
の
三
年
は
、
現
世
の

三
〇
〇
年
以
上
だ
っ
た
の
だ
。 

弟
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
（山
幸
彦
）と
兄

ウ
ミ
サ
チ
ヒ
コ
（海
幸
彦
）が
、
『古
事

記
』上
巻
、
『日
本
書
紀
』神
代
下
に
あ

る
。
ワ
タ
ツ
ミ
の
宮
は
、
屋
根
は
鱗

う
ろ
こ

を
ふ
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
は
泉
が

あ
り
、
ほ
と
り
に
桂
の
木
が
あ
っ
た
。

青
木
繁
は
、
名
作
「わ
だ
つ
み
の
い
ろ

こ
の
宮
」で
、
水
を
く
み
に
き
た
女
性

が
、
水
面
に
映
る
桂
の
木
に
す
わ
っ
た

ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
に
気
づ
い
た
次
の
場
面

を
、
美
し
く
描
い
た
。
海
神
は
、
客
を
、

ア
シ
カ
の
皮
八
重
、
そ
の
上
に
絹
八

重
の
敷
物
と
大
御
馳
走
で
も
て
な
す
。

そ
れ
か
ら
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
は
ト
ヨ
タ
マ

ヒ
メ
と
夫
婦
に
な
り
、
三
年
が
す
ぎ

た
。
海
神
は
、
釣
針
を
兄
ウ
ミ
サ
チ

ヒ
コ
に
か
え
す
際
の
怖
ろ
し
い
呪
文

と
仕
種

し
ぐ
さ

を
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
に
教
え
て
、

快
速
の
サ
メ
で
送
り
返
し
た
。 

サ
ル
タ
ヒ
コ
（猿
田
彦
）も
、
ま
た
海

に
深
く
か
か
わ
る
。
サ
ル
タ
ヒ
コ
は
、

『古
事
記
』上
巻
と
『日
本
書
紀
』神
代

下
に
、
伊
勢
の
五
十
鈴
川
域
を
本
貫

地
と
す
る
国
つ
神
と
し
て
登
場
す
る
。

光
り
輝
く
神
で
、
道
の
衢

ち
ま
た

に
天
下
っ

て
天
孫
を
む
か
え
、
先
払
い
と
し
て

先
導
す
る
。
異
形
の
顔
だ
ち
で
大
男

で
も
あ
っ
た
。
彼
に
は
、
「比
良
夫
貝

（ひ
ら
ぶ
が
い
）」に
手
を
は
さ
ま
れ
て

沈
み
溺
れ
る
と
い
う
経
歴
が
あ
っ
た
。 

こ
の
サ
ル
タ
ヒ
コ
の
由
来
を
、
考
古

学
者
木
下
尚
子
さ
ん
の
研
究
（「海
人

伝
承
考―

「貝
の
道
」譚
復
元
の
試
み

ー
」『文
学
部
論
叢
』第
六
九
号 

熊

本
大
学
文
学
会
）に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
に
し
よ
う
。 

人
の
手
や
足
を
は
さ
ん
で
溺
れ
さ

せ
る
る
こ
の
貝
は
、
サ
ン
ゴ
礁
域
に
生

息
す
る
シ
ャ
コ
ガ
イ
。
影
が
か
か
る
か
、

振
動
が
つ
た
わ
る
と
、
殻
を
閉
じ
て

し
ば
ら
く
開
か
な
い
。
そ
の
仲
間
に

美
味
し
い
ヒ
メ
ジ
ャ
コ
や
シ
ラ
ナ
ミ
が

あ
っ
て
、
潮
干
狩
り
が
で
き
る
よ
う

な
サ
ン
ゴ
礁
の
穴
に
い
る
。
木
下
さ
ん

に
は
、
沖
縄
諸
島
北
西
の
具
志
川
島

で
、
不
用
意
に
手
を
の
ば
し
て
、
地
元

の
方
に
き
び
し
く
お
こ
ら
れ
た
経
験

が
あ
る
。 

弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
、
奄
美
・

沖
縄
の
大
型
巻
貝
、
ゴ
ホ

ウ
ラ
や
イ
モ
ガ
イ
な
ど
が

九
州
以
東
に
分
布
す
る
。

こ
の
海
上
交
易
路
を
、
「貝

の
道
」と
よ
ぶ
。
貝
交
易
を

担
当
し
た
海
人
は
、
弥
生

時
代
前
半
は
西
北
九
州

沿
岸
民
だ
っ
た
が
、
弥
生

時
代
後
半
に
な
る
と
中
・

南
九
州
沿
岸
民
へ
と
う
つ

り
か
わ
っ
た
。
し
か
し
こ
の

間
、
黒
潮
が
洗
う
薩
摩
半

島
の
人
々
、
薩
摩
隼
人
が
、

一
貫
し
て
貝
交
易
に
か
か
わ
っ
て
い

る
。
薩
摩
半
島
西
海
岸
の
遺
跡
が
存

続
し
、
か
つ
沖
縄
諸
島
に
薩
摩
の
土

器
が
分
布
す
る
事
実
が
こ
れ
を
裏
づ

け
る
。 

正
史
『続
日
本
紀
』に
大
隅
と
薩
摩

の
隼
人
が
奈
良
時
代
に
五
回
、
民
間

の
歌
舞
を
披
露
し
た
記
事
が
あ
っ
て
、

木
下
さ
ん
は
、
「満
潮
に
溺
れ
る
海
幸

彦
の
降
伏
劇
と
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
に
手
を

は
さ
ま
れ
て
溺
れ
る
説
話
劇
が
同
時

に
含
ま
れ
て
い
た
」、
と
考
え
た
。 

さ
ら
に
『日
本
書
紀
』は
サ
ル
タ
ヒ

コ
の
容
姿
の
異
様
さ
を
つ
た
え
、
と
く

に
そ
の
眼
に
つ
い
て
、
「眼
如
八
咫
鏡
、

而
赩
然
似
赤
酸
醬
也
」と
、
丸
い
目
が

赤
い
さ
ま
は
赤
酸
醬

ほ
お
ず
き

に
似
る
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
日
頃
か
ら
強
い
直
射
日
光

と
潮
風
と
海
水
を
あ
び
、
眼
が
充
血

し
た
状
態
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

列
島
を
と
り
か
こ
む
広
大
な
海
は
、

海
人
の
活
躍
の
場
。
海
人
だ
け
が
知

る
こ
の
海
の
世
界
が
、
日
本
神
話
の
な

か
に
た
し
か
に
息
づ
く
。 

 

海
に
し
て 

太
古
の
民
の
お
ど
ろ
き
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わ
れ
ふ
た
た
び
す 

大
空
の
も
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